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新型コロナ禍の詮無い悩み…
　丹沢山ろくの里山の樹々の緑の饗
宴、命の循環を感じる季節に、地球を
おおう新型コロナウイルス禍は何時ま
でつづくのか。4 月 7 日の 7 都府県
への緊急事態宣言の後、国民一人 �0
万円の現金給付の発表と同時に対象は
全国に拡大され、いままた「自粛」の
延長へ。
　ウイルスの感染を抑えるためには、
一人ひとりの「罹らない、うつさない」
が要。「不要不急」のひと括りでステ
イホーム、外出や経済活動、文化活動
を自粛する。学校もライブハウスも美
術館も図書館も閉まり、街なかの地元
密着の書店や古書店が僅かに本の文化
の窓となる。この際インターネットを
使ってと思いつつも、積読の山からと
りあえず本を選り出す。何気ない日常
の暮らしや教育・文化の営みが危うい。
　降って湧いたこの時間に立ち止ま
り、想像力をかきたて、普段、意識す

直面する夢工房は 33 年目。いくたび
か困難な時期を時の流れを得て乗り越
えてきた。ここまで地域出版を継続で
きたのは何故か？　そしてこの先は？
　いっそ店仕舞い？　それともいまこ
そ果たすべき役割は？　コロナ禍のい
ま、夢工房の些事に思い悩むのも詮無

いが…。

地域で人と人を編む
　夢工房は、丹沢のふもとの
自宅 2 階の一室を事務所にし
て、一人で立ち上げた。東京
の出版社で培った、雑誌・単
行本の企画・編集・校正・営
業のノウハウを生かす。我が
身の生活の場である地域と、
そこに住んでいる人びとの暮
らし、芸術文化や思いのたけ
を編み上げて本にする。自然
豊かな丹沢のふもとで、連れ
合いと 2 人の娘、家族 4 人の
暮らしを支える。それを一人
でやろうと思ったのだ。

　こだわりは、東京時代の人脈・ネッ
トワークに頼らないゼロからのスター
ト。地域で暮らし、さまざまな文化活
動や市民運動に参加する中で出会った
自然や歴史、出来事や人びとがテー
マ。地域を耕し、人びとの思いを本に
編み上げることから始めよう。貫達人
監修・秦野郷土文化会編『実朝と波多
野』（�988 年 �� 月）が最初の出版で
刷りを重ねた。処女出版に夢工房の未
来が宿った。

2 つのカルチャー
　本づくりの傍ら地域で自然保護やま
ちづくりに関わる中で、ふるさと越後
長岡の農家の次男の血が騒いだ。岡進
著・西巻一彦挿絵『ドンドンが怒った
～森の動物たちの反乱』（�99� 年 ��
月）の発行を機に丹沢ドン会が発足。
丹沢のふもと名古木（ながぬき）の荒

ることも少ない食や農、文化やアート
の意味や大切さ、一人ひとりの生き
方・暮らし方を考え、日々の暮らし
をスローにシフトしたい。いま、「地
域・零細・ひとり」の三重のくびきに
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名古木の棚田の田植え（東京農業大学の学生ボランティ
ア、2019年5月）。東海大学（北野研究室・藤吉研究室）
・慶応大学（一ノ瀬研究室）による3年間の「名古木の自
然調査」報告が6月に出る。里山再生と生物多様性の保全
のためのデータとメッセージをまとめ、来春に発刊予定。

実朝と波多野～中世の秦野
を知るために／本体680円
＋税　ISBN4-946513-00-0

ド ン ド ン が 怒 っ た ～ 森 の 動 物
たちの反乱／本体971円＋税　
ISBN4-946513-08-6

丹沢山麓里山・田んぼ物語～伝統的景
観 復 元 と 地 域 再 生 マ ニ ュ ア ル ／ 本 体
1000円＋税　ISBN4-946513-99-X
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廃した棚田の復元活動を仲間と始め、
米づくりに取り組んだ。「丹沢自然塾」
の塾生を毎年募集し、素人の人海戦術
でプロの農家に代わって田んぼを耕し
た。2004 年 7 月に環境省の「里地里
山保全再生モデル事業」全国 4 か所
の一つに「秦野市等」として指定され、
大都市近郊における、都市と農村をむ
すんで担い手を発掘する「丹沢方式」
を実践し全国に先駆けた。
　沢の水を集め、棚田に水を引き、米
づくりをすると、かつて当たり前に全
国の里地・里山に生息していたタイコ
ウチ・ホトケドジョウ・アカハライモ
リなどの水生生物が甦った。ドン会の
実践活動やシンポジウム・学習会の内
容を「ＤＯＮブックス」シリーズにし
て刊行。その後、企業の社会貢献とし
てのドコモ市民活動助成金、セブンイ
レブン・みどりの基金などのファンド
も活用し、岡進『丹沢山麓里山・田ん
ぼ物語』（2004 年 �2 月）や、田んぼ
の生き物調査の内容を冊子にまとめ、
広く市民に発信した。大地を耕す安全
安心な米づくりや野菜づくり（アグリ
カルチャー）と本づくりの文化（カル
チャー）をつなぐ 2 つのカルチャーは、
夢工房の出版活動の両輪であった。

地域深耕の自費出版
　その後のコンピュータの技術革新や
インターネット社会の広がりにより、
本づくりは新たな時代に。清濁併せ持
つ自費出版ブームについては、自費出
版編集者フォーラム編集・発行『日
本自費出版史　一九〇三～二〇一二』

（20�3 年 �0 月）の第四章「変貌の時

代と自費出版の未来（�989 ～ 20�2
年）」に書いた。
　地域密着の夢工房の本づくりは、さ
まざまな形の本を生み出し、書店に並
ぶ企画出版以外にも自費出版のすそ野
を広げた。学校の周年記念誌、自治体
編集の総合計画書・市勢要覧や歴史・
文学のガイドブック、個人の研究書や
エッセイ・句・歌・詩集・創作集や社
史など…。地域は本づくりの宝庫。深
く耕し種を播き、時を経るほどに豊か
な収穫・紙の本が生まれ、30 年余り
の間に 400 点を超えた。かけがえの
ない一人ひとりの本づくりに編集者の
技を注ぎ、著者の思いを編み込んだ。
しかし、編集ソフトの入れ替えの時な
ど、想定外のミスが出ることも。ミス
をチャンスに変えるのはトラブルへの
速やかな対応。本の奥付に記された「夢
工房」が、つぎの著者を呼び込み、夢
工房の営業マンとなった。

「小田原ライブラリー」
　丹沢のふもとに暮らしながら、夢工
房の出版活動は、小田原・箱根、さら
に神奈川県内へと広がった。城下町・
小田原、天下の険・箱根は、近代以降
も独自の歴史や文化を醸成していた。
それらの自然・歴史・文化・文学のエッ
センスを掬い上げ、地域学の入門書と
して「小田原ライブラリー」を企画し
た。編集委員は郷土史家・大学教授・
図書館人・ナチュラリストの 4 名。
　第 � 巻は、金原左門『坂口安吾と
三好達治―小田原時代』（200� 年 ��
月）。各巻は、Ｂ 6 判 �20 ～ �60 ペー
ジ、初版 2000 部、本体価格 �200 円

＋税とした。「この地方の自然と歴史
の垣根を低くして、人びとが生活文化
の過去といまを共有し、希望を将来に
託すという新しい視点でつくりあげ…
このシリーズが 2� 世紀を生きる多く
の人びとへのささやかな道標となるこ
とを願って」（発刊にあたって）、地域
の自然・歴史・戦争や文学を掘り起こ
し、ライブラリーはいま 23 冊を数え
る。
　編集委員長の故・金原左門（中央大
学名誉教授）は、終生、地域を問いつ
づけ、神奈川県西部の人びとの創造的
な文化運動の思想的裏付けを『小田原
の文化をよみなおす』（�998 年）に
より提示した。小田原の近現代を文化
の視点から鮮やかに描いた労作であっ
た。

ＴＢＳドラマ「遠い約束」の原作に
　小田原在住の戦争体験者の新聞記
事を読んだ。� 年後に、増田昭一『満
州の星くずと散った子供たちの遺書―
新京敷島地区難民収容所の孤児たち』

（�998 年 8 月）を発刊した。第 2 次
世界大戦の戦争体験は数多く記録・刊
行されてきた。しかし、満州（現中国
東北地方）で戦争孤児となり亡くなっ
た子どもたちの悲惨な体験や真実の声
を聴くことはなかった。増田は、孤児
たちと難民収容所で生活をともにし、

「お兄ちゃん」と慕われた。孤児たちは、
生きて日本の大地を踏むことを夢見て
寒さと食糧不足に耐えた。「思いやり
と分かち合い」を胸に、孤児たちは精
いっぱいの笑顔と友情で暮らした。し
かし、次つぎと栄養失調になりチフ

スに罹り、小さな命を落とした。
死の間際に孤児たちは昭一兄さ
んに託した。「生きて帰って、僕
たちがこの世で生きた証しを書
いて、一人でも多くの人に伝え
て！」。
　幾度となく死の淵に立たされ
ながらも帰還した増田は、戦後、
小田原で小学校教師を務め上げ、
それまで誰も書かなかった「生
きて帰れなかった戦争孤児たち
の物語」を書いた。『約束』（200�
年）、『戦場のサブちゃんとゴン』

（2009 年）を続刊。さらに絵本『と
もちゃんのおへそ』（2000 年）、
絵本『来なかったサンタクロー

小田原の文化をよみなおす／本体
1800円＋税　ISBN4-946513-47-7

満州の星くずと散った子供たちの
遺書～新京敷島地区難民収容所
の孤児たち／本体1500円＋税　
ISBN4-946513-46-9

大地の伝言～満州・戦争孤児と
の約束　増田昭一の生涯／本体
1600円＋税　ISBN978-4-86158-
089-5
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を視聴。その映像に感動し、60 年ぶ
りに恩師と再会した。大野は増田の評
伝を書きたいと念じた。高知大学の海
洋生物学の名誉教授でもある大野は、
上京のたびに増田の自宅を訪れ取材を
重ねた。『大地の伝言～満州・戦争孤
児との約束　増田昭一の生涯～』は、
20�9 年 �0 月に刊行。戦争の悲惨と
記憶を記録に残す出版は夢工房の使命
でもあった。

地域・ひとり出版、夢工房のこれから
　夢工房は、緑の砦・丹沢や山ろくの
暮らし、歴史・文化の交差点である小
田原・箱根という地域の文化資産に勇
気づけられ、人びとの信頼に支えられ
て歩んできた。地域にこだわり、人び
とに寄り添い、急がずスローに本の素
材の熟成を待つ。それが夢工房のこだ
わり。井の中の蛙であってはならない
と、鳥取・大山の「本の学校」に参加
し、首都圏出版人懇談会のメンバーと
語り合い、切磋琢磨。売れてなんぼと
は思いつつ、出したい本や記録として
残したい本をつくりつづけてきた。

新刊ダイジェスト 表示されている値段は本体価格となっております。ご購入には別途、消費税がかかります。

弊社のホームページでは半年前までの本誌バックナンバーをアップしております。
また「新刊ダイジェスト」のバックナンバーもたくさん掲載してます。
アドレスは下記の通りです。右記のＱＲコードもご利用ください。
URL：http://neil.chips.jp/chihosho/

ス』（2006 年）を出版。絵本は全国
の幼稚園・保育園などで読み継がれ、
原画展や増田の講演会が各地で開かれ
た。満州からの引揚者により、戦争孤
児の供養のために「ともちゃん地蔵」
が、建立された。東京麻布の中華料理
店の近く、箱根塔ノ沢・阿弥陀寺、埼
玉県岩槻・慈恩寺などにひっそりと立
つ。
　終戦ドラマを制作してきたテレビ局
の女性プロデューサーが増田昭一の著
作を読み、夢工房に連絡した。増田の

「戦争孤児たちの物語」三部作を原作
に、テレビ未来遺産 “終戦 69 年” ド
ラマ特別企画「遠い約束～星になった
こどもたち～」がＴＢＳで制作・放映
さ れ た（20�4 年 8 月 25 日 ）。 ド ラ
マのＤＶＤ制作と再放送、ＤＶＤの上
映会が各地で開催され、満州からの引
き揚げ体験者や子育て世代の親子の涙
を誘った。
　満州からの引揚者であり、小田原の
酒匂小学校 2 年の時に増田の教え子
であった大野正夫が、同級生からの連
絡で知ったテレビドラマ「遠い約束」

　夢工房の店仕舞いを考え始めたの
はいつか。60 代半ばを過ぎて、自ら
の気力・身体のわずかな変調が聞こえ
始めた。古稀を過ぎたいま、終わりの
始まりを意識する。夢工房をいつ終え
ても誰にも迷惑はかからない。2 人の
子どもたちは出版とは畑違いの道に進
んだ。一代限りの地域出版社の覚悟は
できていた。しかしである。これまで
に 200 点近い市販本を発刊し在庫が
ある。この世に送り出した本が読者を
待っている。裁断処分をする前に、い
まある在庫と読者をつなぐ手立てはな
いものか。無い知恵を絞っている。
　そんな折にも本づくりの相談が寄せ
られる。長年にわたる夢工房の読者・
ファンが、生涯に一人一冊の自らの本
をつくりたいという。もうひと踏ん張
り、これまでの著者や読者への感謝の
思いを形にする ｢ 本づくり ｣ をしない
で何としよう。コロナ禍を乗り越え、
夢工房の仕舞い方、バトンのゆくえを
模索する。生涯一編集者はその先にも
ある。

（かたぎり　つとむ・夢工房代表）

 　吉本隆明氏が 20�2 年 3 月に 87 歳で亡くなっ
てから 8 年、この期間、『吉本隆明全集』（晶文
社）や『吉本隆明〈未収録〉講演集』（筑摩書房）、

『吉本隆明質疑応答集』（論創社）等が、刊行中、
あるいは刊行済みとなっている。こうした中に
あって、今回刊行された本書には、新たに入手
された音源をもとに全 �� 講演が収録されてい
る。解説の宿沢あぐり氏によると、7 講演が初
収録、収録済みの 4 講演も、音源を確認して改
稿されている、という。吉本氏の手は加わって
いないが、吉本氏の講演集としては最後とも言
えるものとなる。
　これら一連の講演が、内容、テーマによって
3 つのカテゴリーに分節化されている。「Ⅰ」は

『身体のイメージについて』や『現代文学に何が
必要か』等が収録されており、文学論、イメー

ジ論という括りになるだろうか。「Ⅱ」は、『労
働組合について』や『民間教育への視座』、ほか
に『バブルのあとに』や『現在について』等を
収録。「消費社会」を誰よりも明確に定義付け、
�990 年前後に展開した独自の吉本経済学、そ
して〈現在〉と名付けられた時代情況への揺る
ぎない視線に、多くの読者がここで改めて魅入
られるだろう。「Ⅲ」には、本書のタイトルとも
なった『地獄と人間』ほか『日本浄土系の思想
と意味』が収録され、宗教論として括ることが
できる。宿沢氏の解説では、〈講演〉を書き言葉
とも話し言葉とも違う独自の位置を占める〈作
品〉とみなしてきた吉本氏の、講演の理念につ
いて述べている。
◆ 3800 円・四六判・333 頁・ボーダーインク・
沖縄・202004 刊・ISBN97848998238�0

『地獄と人間 －吉本隆明拾遺講演集』●吉本隆明著
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　「大阪にこだわり活動する人々をたずね、語り
合って、その心を読者とともに共有する」という
編集方針の季刊誌「おおさかの街」。残念ながら
2009 年に 70 号で休刊となったが、�8 年にわたっ
て連載されていたエッセイがある。特徴は大阪人
ではないけれど、大阪に何らかの関わりを持った
り、通り過ぎていった文人たちの大阪印象記。た
とえば谷崎潤一郎は「細雪」「春琴抄」など上方
を舞台にした数多くの作品で “関西” のイメージ
があるが、実は東京出身で、関東大震災を機に移
住した。だからこそ異邦人の観察眼であれらの作
品が書けたのだ。さらに大阪が生んだ無頼派作
家、織田作之助の死に際し、盟友であった新潟出
身の坂口安吾は織田作が大阪を余りにも意識しす
ぎて、書くものが限定されてしまった無念さを文

にした。大阪人による大阪語りはたくさんあるの
で、こうしたエトランゼの視点の方が大阪人が見
過ごしているところに気づけるのではと考えた詩
人の著者。小林秀雄を筆頭に漱石や三島由紀夫な
ども登場するが、文学界だけではなく、内田朝雄、
田中絹代といった俳優や景山英子、堺利彦など社
会運動家も取り上げる。中には例外として詩人の
小野十三郎、歌人の折口信夫、画家の小出楢重な
ど、大阪出身者も登場するが、いずれも身贔屓を
しない辛口評が飛び出すのが取り上げた所以であ
る。文人と大阪の意外なつながりも浮かび上がり、
計 43 編がいにしえの大阪のさまざまな表情を見
せてくれる。
◆ 2000 円・ 四 六 判・228 頁・ 澪 標・ 大 阪・
202003 刊・ISBN9784860784683

『人がたり外伝　大阪人物往来』●倉橋健一著

　夏祭りに神輿は付きものと、日本に暮らす人は
何の疑問も抱かないことが多いだろう。しかし、
その神輿を誰が、どのように造っているかと尋ね
られると、これまた多くの人が答えに詰まるので
はなかろうか？明治 33 年 (�900) 以来の宮神輿
が老朽化したとき、これを新調すべく利根沼田の
榛名神社奉賛会の人々が選んだのは、地元の木匠・
小野康博棟梁だった。神輿は一見、神社建築を縮
小したかに見えるが実はそれほど単純ではない。
伝統的な寺社の細部意匠や部材の比例 ( 木割 ) を
守りつつ、担ぎ手にかかる重さや、激しく練り歩
くことに耐える強度など、普通の神社本殿では考
慮しない課題を解決しなければならない。この困
難な課題に小野棟梁はどのように挑んだか？　建
築論・建築意匠の研究者・石川恒夫さんはその過

程に密着し、榛名神社の宮神輿がどんな構造をも
ち、いかに造られたかを丹念に解説する。また、
神璽を納める神輿がもつ独特な空間的意味を建築
論の立場から読み解く。平柳利英さんは聴取りを
交えつつ、棟梁が宮大工として培った技と道具の
実像に迫る。そして本書の白眉というべきは、木
暮竜太さんが描かれた図面の数々である。神輿の
具体的な構造を、ここまで詳細に明らかにした図
面は珍しい。多くの関係者から提供された写真と
相まって、選び抜かれた木曽桧から令和の神輿が
誕生するまでのプロセスが手に取るように伝わっ
てくる。小冊子ながら神輿に関わる人々の熱意が
込められた、内容豊かな好著である。
◆ 700 円・Ａ５判・74 頁・上毛新聞社・群馬・
202003 刊・ISBN9784863522572

『令和の神輿　誕生物語 －利根沼田の総鎮守　榛名神社の宮神輿』●石川恒夫、平栁利英、木暮竜田著

　高 23 万石、実質は御三家を凌ぐ 40 万石余と
いわれた雄藩会津藩は、戊辰戦争に敗れ、朝敵の
汚名を着せられて藩領没収となる。だが、明治 2
年、鳥取藩預かりとなっていた藩主松平容保に嫡
男が誕生し、3 万石を得て家名存続が許される。
しかし、再興の地は、稲作に不向きで実高 7 千
石といわれる旧盛岡藩領の陸奥国 3 郡（現青森
県むつ市一帯）。藩士で後に陸軍大将となった柴
五郎は「挙藩流罪という史上かつてなき極刑にあ
らざるか」と書き残したという。そこに斗南藩を
立てるが、どれほど過酷な境遇であったかは想像
に難くない。サブタイトルの「泣血の記」は、会
津藩降伏式の際に敷かれた緋毛氈を血の涙を吸っ
た泣血氈と呼び、屈辱を忘れないようにと重臣
に切り分けた逸話に拠っている。会津地方には �

世紀半が過ぎた今も、無念の思いと長州へのわだ
かまりが根強く残っている。白虎隊の壮絶な最期
も誰もが知るところであろう。どうしてそこまで
薩長、そして新政府と対峙したのか。認知されな
い将軍の子であった藩祖保科正之まで立ち返り、
正之が遺した勤王佐幕の家訓や、幕府の学問であ
る朱子学を捨て徂徠学派を迎えて設立した藩校日
新館の教育がもたらした精神風土を明らかにす
る。苦難の道を歩んだ斗南藩士の中から、近代日
本を背負った帝大総長山川健次郎や、現在の「東
奥日報」の元となる青森県初の言論機関「北斗新
聞」創設者の小川渉が生まれているのも興味深い
ことである。
◆ �800 円・Ａ５判・239 頁・東奥日報社・青森・
202003 刊・ISBN97848856�2596

『斗南藩 －泣血の記』●松田修一著
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ジャンル別
新刊案内

※各ジャンル内での出版社名は
所在地の北から南の順に並んでいます。

表示されている値段は本体価格となっており
ます。ご購入には別途、消費税がかかります。

2020 年 4 月 1 日～ 30 日
流通センター着

流通センター

【雑誌】
◆ ｆ ａ ｕ ｒ ａ　６２　大橋　弘一編　Ａ４　
79 頁　９５２円　ナチュラリー　［北海道］　
978-4-503-22047-9　20/04
◆そらとぶこぎん　第４号　鈴木　真枝編　
Ａ５　75 頁　９０９円　津軽書房　［青森］　
978-4-8066-0246-0　20/04
◆ＳＰＲＩＤＥ　ｖｏｌ．３６　２０２０年
５・６月号　渡辺　直明編　285mm × 2�0mm
　��2 頁　 ９ ０ ０ 円　 下 野 新 聞 社　［ 栃 木 ］　
978-4-88286-748-7　20/04
◆ＧＲＥＥＮ　ＲＥＰＯＲＴ　４８４　２０２０年
４月号　廣瀬　仁編　Ａ４　�92 頁　２５４６円
　地域環境ネット　［埼玉］　978-4-909864-�6-�　
20/04
◆かまくら春秋　Ｎｏ．５９８　２０２０年２月
号　伊藤　玄二郎編　Ｂ６　92 頁　２９５円　か
まくら春秋社　［神奈川］　978-4-7740-0800-4　
20/02
◆かまくら春秋　Ｎｏ．５９９　２０２０年３月
号　伊藤　玄二郎編　Ｂ６　92 頁　２９５円　か
まくら春秋社　［神奈川］　978-4-7740-080�-�　
20/03

◆ 書 ２ １　 Ｎ ｏ． ６ ９　 匠 出 版 編　 Ａ ４　
80 頁　 ２ ０ ０ ０ 円　 匠 出 版　［ 神 奈 川 ］　
978-4-9252�2-78-6　20/05
◆ 道　Ｎｏ．２０４　木村　郁子編　Ａ４　
74 頁　 １ １ ４ ３ 円　 ど う 出 版　［ 神 奈 川 ］　
978-4-9�000�-06-7　20/04
◆くらしと教育をつなぐ　Ｗｅ　Ｎｏ．２２５
　２０２０年４／５月号　中村　泰子編　Ａ５
　80 頁　８３０円　フェミックス　［神奈川］　
978-4-903579-97-9　20/04
◆調査情報　Ｎｏ．５５４　２０２０年５－
６ 月 号　 岩 城　 浩 幸 編　257mm × �60mm
　96 頁　７３６円　ＴＢＳテレビ　［東京］　
978-4-906908-55-4　20/05
◆ＡＸＩＳ　Ｖｏｌ．２０５　２０２０年６月号　
上條　昌宏編　Ａ４　�28 頁　１６３６円　アクシ
ス　［東京］　978-4-503-22048-6　20/06
◆レコード・マネジメント　Ｎｏ．７８　石井　幸
雄編　Ａ４　�06 頁　２８５７円　岩田書院　［東
京］　978-4-503-22036-3　20/03
◆地方史研究　第４０４号　地方史研究協議会編
　Ａ５　�30 頁　１１４３円　岩田書院　［東京］　
978-4-86602-854-5　20/04
◆洋学史学会研究年報　洋学２７（２０２０）　洋
学編集委員会編　Ａ５　2�6 頁　４０００円　岩田

書院　［東京］　978-4-946540-27-�　20/04
◆子どもと読書　４４１号　２０２０年５・６月号
　親子読書地域文庫全国連絡会編　Ａ５　40 頁　
５０９円　親子読書地域文庫全国連絡会　［東京］　
978-4-907376-43-7　20/04
◆明日を拓く　Ｎｏ．２０５　吉田　勉編　Ａ
５　�22 頁　１０００円　解放書店　［東京］　
978-4-503-22033-2　20/02
◆すいへい・東京　５３号　東京部落解放研究所
編　Ａ５　�63 頁　９２７円　解放書店　［東京］　
978-4-503-22034-9　20/03
◆月刊住職　Ｎｏ．２５７　２０２０年４月号　矢
澤　澄道編　Ａ５　�93 頁　１３６４円　興山舎　

［東京］　978-4-908027-79-6　20/04
◆子どもの文化　Ｎｏ．５８７　２０２０年５月号
　片岡　輝編　Ａ５　47 頁　２９０円　子どもの
文化研究所　［東京］　978-4-503-22050-9　20/05
◆茶道の研究　Ｎｏ．７７３　２０２０年４月号
　三徳庵編　Ａ５　82 頁　５００円　三徳庵　［東
京］　978-4-503-22028-8　20/04
◆セセデ　ｖｏｌ．７１０　２０２０年５月号　朝
鮮青年社編　Ａ４　48 頁　４８２円　朝鮮青年社
　［東京］　978-4-503-22043-�　20/05
◆東京かわら版　Ｎｏ．５６１　２０２０年
５ 月 号　 佐 藤　 友 美 編　204mm × �08mm　
�38 頁　５４５円　東京かわら版　［東京］　
978-4-503-22046-2　20/04
◆こどもとしょかん　第１６５号　張替　惠子編
　Ａ５　33 頁　７１０円　東京子ども図書館　［東
京］　978-4-503-2204�-7　20/04
◆俳句四季　Ｎｏ．５１３　２０２０年５月号　上
野　佐緒編　Ｂ５　�60 頁　９０９円　東京四季出
版　［東京］　978-4-503-22039-4　20/04
◆みんなの図書館　Ｎｏ．５１７　２０２０年５月
号　図書館問題研究会編　Ａ５　80 頁　７５０円
　図書館問題研究会　［東京］　978-4-503-22038-7
　20/04

　警察の仕事の中でも検問や職務質問などは地味
な印象があります。される側の市民からしても
あまりいいイメージはないかもしれません。本書
は警察官向けに、そんな検問・職務質問を結果が
出るものにするための指南書です。結果が出ると
いうのは検問や職務質問から検挙に結びつけるこ
と。著者は徳島県警で職務質問技能指導官まで勤
めたその道のエキスパートです。なぜ結果を出す
ことにこだわるのかというと、検問や職務質問で
検挙することができるということは、犯罪を未然
に防ぐことができるからです。例えば本書には飲
み屋街で不審に感じられた人物を職務質問したと
ころ包丁が発見され、その人物曰く「気に入らな
い奴がいるので殺しに行く」ところだったという
ものがあります。積極的な職務質問により殺人ま

たは傷害事件を事前に防ぐことができました。飲
酒運転を検問で発見することも、重大事故を未然
に防ぐことに繋がります。そのために警察でも
様々なノウハウが蓄積されているのがわかりま
す。そうした警察のねらいや著者の様々な経験談
などは、一般市民にとってもなかなか興味深いも
のです。そうしたなかで著者が職務質問の相手に
対し尊敬の念を常に持つことを説いているのは特
筆できます。犯罪を未然に防ぐことは相手方の協
力なしにはできず、横柄な態度ではそれは望むべ
くもありません。本書が実務にあたる警察官にも
広く読まれ、適正かつ的確な活動が行われること
も期待したいです。
◆ �000 円・新書判・�73 頁・春吉書房・福岡・
202004 刊・ISBN97849083�4230

『結果を出すための攻める検問・職務質問』●宇野博幸著
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期間：2020 年 4 月 15 日～ 5 月 14 日
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(�)『そらまめかぞくのピクニック』�300 円・吉備人出版　(2)『うたうおばけ』
�400 円・書肆侃侃房　(3)『未来ちゃん』2000 円・ナナロク社　(4)『昆虫図
鑑　北海道の蝶と蛾』4500 円・北海道新聞社　(5)『地獄と人間』3800 円・ボー
ダーインク　(6)『日本廃村百選』2000 円・秋田文化出版　(7)『九州の１００
冊』�800 円・忘羊社　(8)『おはなし　聞いて語って』�364 円・東京子ども図
書館　(9)『フィールド版　日本の海岸植物図鑑』2600 円・トンボ出版　(�0)『石

牟礼道子全詩集　完全版』3500 円・石風社　(��)『自然
治癒はハチミツから』2000 円・鉱脈社　(�2)『小沢一郎
　闘いの５０年』�800 円・岩手日報社　(�3)『土佐の山城』
2000 円・ハーベスト出版　(�4)『石牟礼道子＜句・画＞
集　色のない虹』�900 円・弦書房

以下ホームページ等でも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
ＵＲＬ：http://neil.chips.jp/chihosho/　　ツイッター公式アカウント：@local_small

ト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店　センター扱い図書］

［ジュンク堂書店池袋店　地方出版社の本—センター扱い図書］

三省堂書店神保町本店は、新型コロナウィルス感染拡大による緊急事態宣言発
令後、約 � か月の間休業となっていたため、今回は、統計をとることができま
せんでした。異例のこととなりますが、ご了承ください。
なお、5 月 7 日以降、三省堂書店神保町本店は、�0：00 ～ �8：00 に営業時間
を短縮して再開しております。

(�)『文学ムック　ことばと　vol. １』�500 円・書肆侃侃房　(2)『自転車大好
きＮＯ．１　創刊号』500 円・ブックショップ「マイタウン」　(3)『盛岡高等
農林学校と宮澤賢治』700 円・杜陵高速印刷出版部　(4)『ハプスブルク帝国のアー
ルヌーヴォー建築』3000 円・リーブル出版　(5)『『北海道いい旅研究室１７』』
773 円・海豹舎　(6)『風邪見鶏』�200 円・中国書店（集広舎）　(7)『昆虫の
図鑑　採集と標本の作り方　増補改訂第２版』3500 円・南方新社　(8)『太田
資正と戦国武州大乱　実像と戦国史跡』�800 円・まつやま書房　(9)『出雲王
国とヤマト政権』2250 円・大元出版　(�0)『サハラの歳月』2300 円・石風社

売 行 良 好 書 ※価格は本体価格表示です。別途消費税がかかります。
▼東京は目白台の永青文庫の春季展と
して開催予定だった「新・明智光秀論
―細川と明智　信長を支えた武将たち
―」は、新型コロナウィルス感染拡大
防止のため永青文庫自体が休館となっ
ているため延期となりました。カタロ
グとなる【永青文庫 ��0 号】（本体価格
545 円）が先行発売された形となりま
したが、こちらは池袋のジュンク堂書
店や三省堂神保町本店、ブックファー
スト新宿店等で発売中です。以下はこ
の春季展の HP からの転載です。

〈明智光秀は、主君を同じくする細川家
初代・藤孝と公私にわたり親密な間柄
でした。そのため、細川家の文化財を
管理する永青文庫には、信長が光秀や
藤孝に宛てて出した書状など、光秀の
動きを知ることができる数多くの史料
が伝わっています。そこからは、一向
一揆との対決や、信長を裏切った荒木
村重討伐、丹後支配などの場面におい
て、ふたりが常に連携しながら行動し
ていたことがうかがえます。本展では、
最新の研究をもとに、光秀の最初期の
活動実態をはじめ、織田政権下での軍
事的手腕、盟友・藤孝との協働、本能
寺の変の意義までを歴史資料から読み
解くことで、「謀反人・光秀」のイメー
ジを覆す、先進的な智将としての新た
な人物像を提示します。加えて、細川
忠興（ただおき）に嫁いだ光秀の娘・
玉（ガラシャ）の波乱に満ちた生涯も
関係史料から紹介します。〉
▼この春季展は NHK 大河ドラマ『麒麟
がくる』とリンクした内容でしたが、そ
の大河ドラマのほうも同様のコロナ禍

で収録ができず、6 月
7 日（日）の放送をもっ
て一時休止するとの報
道がありました。関連
書籍である【明智光秀
ゆかりの地を歩く】（サ
ンライズ出版刊・本体

�500 円・ISBN978-4-88325-666-2 ）は
在庫あり、販売中です。


